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Cross-scale Analysis




	スライド 1: マイクロリアクターアプローチでは、超微小反応体積を利用することで、1分子検出や1細胞解析に基づく生体分子およびがん細胞の高感度検出が可能となる。本発表では、このマイクロリアクターアレイ技術を応用したリキッドバイオプシー向けの血中循環腫瘍DNA（ctDNA）検出システムおよび血中循環腫瘍細胞（CTC）クラスター解析デバイスについて紹介する。まず、DNA断片をDNA捕捉ビーズで濃縮し、デジタルPCR（dPCR）を行うことで高感度検出を実現するMicrobead-based digital PC

